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士
は
か
つ
て
の
相
撲
は
取
れ
な
い
な
が
ら
も
、

痩
せ
た
の
が
功
を
奏
し
て
の
取
り
口
で
親
方

を
安
心
さ
せ
た
。

新
大
関
の
千
代

鈴
は
廻
し
を
新
調

し
体
重

も
８
㎏

増
え
、
場
所
前
も

部
屋
に
帰
っ
て
稽

古
も
十
分
。
万
全

の
体
調
で
場
所
に

臨
み
、
初
日
、
二

日
目
と
安
定
感
の

あ
る
大
関
相
撲
を

み
せ
た
が
、
三
日目

に
小
結
出
羽
翼
の
の
ど
輪

の
奇
襲
に
敗
れ
て
大
関
と
し

て
初
黒
星

を
喫
し
た
。

一
方
で
、
横
綱

若
ノ
嶋
が
初
日
か

ら
ま
さ
か
の
連
敗

で
早
く
も
優
勝
に

赤
信
号
が
灯
っ
た
。

若
ノ
嶋
の
初
日
か

ら
の
連
敗
は
横
綱

２
場
所
目
の
第
１

３
７
回
以
来
の
こ

と
。
三
日
目
に
何

と
か
初
顔
の
対
戦

と
な
っ
た
大
綱
嵐

に
と
っ
て
３
連
敗
は
免
れ
た
が
、
若
ノ
嶋
ら

し
い
出
足
が
み
ら
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
カ
ド
番
の
大
関
佐
賀
ノ
海
が
３
連

敗
と
、
先
場
所
か
ら
の
不
調
に
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
不
安
な
出
だ
し
と
な
っ
た
。
部
屋

の
横
綱
大
関
の
躓
き
に
、
「
四
日
目
が
初
日

の
つ
も
り
で
、
気
持
ち
を
新
た
に
気
合
い
を

入
れ
さ
せ
る
！
」
と
錦
風
親
方
は
神
妙
な
面

持
ち
で
語
っ
た
。

平
幕
で
は
、
勝

間
田
部
屋
の
鉄
甲
、

雪
若
丸
の
小
兵
コ

ン
ビ
が
元
気
な
相

撲
を
み
せ
た
。
特

に
鉄
甲
は
今
場
所

前
頭
四
枚
目
に
躍

進
し
て
、
前
頭
上

位
で
鉄
甲
の
相
撲

が
ど
の
く
ら
い
通

じ
る
の
か
注
目
し

た
い
。
ま
た
、
雪
若
丸
と
と
も

に
新
入
幕
の
西
安
も
好
ス
タ
―

ト
を
切
っ
た
。

三
日
目
ま
で
の
相
撲
を
見
た

と
こ
ろ
で
は
、
優
勝
争
い
は
横

綱
春
ノ
翔
、
大
関
千
代
鈴
を
中

心
に
展
開
し
そ
う
だ
。
「
今
場

所
の
優
勝
は
８
勝
３
敗
あ
た
り

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
春

日
根
親
方
が
予
想
す
る
が
、
そ

う
い
っ
た
混
戦
に
な
る
の
か
、

は
た
ま
た
、
誰
か
が
抜
き
ん
出

て
優
勝
を
果
た
す
の
か
、
こ
れ

か
ら
の
相
撲
が
楽
し
み
だ
。

（
錦
風
）

↑三日目、春ノ翔は難敵白閃光を力相撲で押し切り、正面土俵に

一気に運んで相撲を取らせず、復活の雄叫びをあげた。

十
両
も
三
日
目
ま
で
行

わ
れ
、
３
連
勝
と
し
た
の

は
、
暫
、
初
戸
、
宇
治
家
、

磯
自
慢
の
４
人
。
中
で
も

先
場
所
優
勝
の
暫
は
左
右

か
ら
の
多
彩
な
万
全
の
取

り
口
を
見
せ
、
連
続
優
勝

に
向
け
死
角
は
見
当
た
り

そ
う
に
な
い
。
今
場
所
も

断
ト
ツ
の
優
勝
候
補
だ
ろ

う
。先

場
所
か
ら
番
付
を
東
三
枚
目
ま
で
戻
し
再
び
幕

内
を
狙
え
る
と
こ
ろ
ま
で

き
た
初
戸
は
初
日
か
ら
エ

ン
ジ
ン
全
開
だ
。
な
ぜ
な

ら
、
来
場
所
こ
そ
は
幕
に

返
り
咲
い
て
若
ノ
嶋
の
土

俵
入
り
を
務
め
た
い
と
の

目
標
が
あ
る
か
ら
だ
。
絶

好
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た

が
果
た
し
て
そ
の
願
い
は

叶
う
の
か
、
ま
ず
は
勝
ち

越
し
が
先
決
と
な
る
。

新
十
両
か
ら
下
位
に
低

迷
し
て
い
た
宇
治
家
が
十

両
４
場
所
目
に
し
て
よ
う

や
く
自
己
最
高
位
の
六
枚

目
に
上
が
り
更
に
上
位
を

伺
い
そ
う
な
勢
い
だ
。
九

十
九
部
屋
の
関
取
の
中
で

は
遅
れ
を
と
っ
て
い
た
が
、

徐
々
に
十
両
の
土
俵
に
も

慣
れ
て
き
た
よ
う
で
、
四

日
目
か
ら
の
相
撲
に
も
期

待
で
あ
る
。

そ
し
て
新
十
両
の
磯
自

慢
。
先
場
所
幕
下
で
優
勝

し
一
気
に
関
取
の
座
を
掴

み
遅
咲
き
と
い
う
か
、
突

然
変
異
的
に
実
力
を
開
花

さ
せ
た
。
３
日
間
と
も
左

差
し
の
完
璧
な
相
撲
か
ら

相
手
を
寄
せ
付
け
ず
十
両

で
も
十
分
通
用
す
る
と
こ

ろ
を
見
せ
た
。（

勝
間
田
）

↓千代鈴は新大関のプレッシャーの中、初日から

連勝するも三日目出羽翼に初黒星を喫した。

【
第
百
五
十
五
回
本
場
所
初
日
～
三
日
目
】

令
和
４
年
初
め
て
の
本
場
所
、
第
１
５
５

回
本
場
所
が
１
月
２
２
日
に
開
幕
し
た
。
今

場
所
は
、
先
場
所
優
勝
し
た
千
代
鈴
が
大
関

に
昇
進
、
３
横
綱
２
大
関
が
元
気
に
顔
を
揃

え
て
初
日
を
迎
え
、
三
日
目
ま
で
行
な
い
、

横
綱
春
ノ
翔
、
関
脇
大
神
楽
、
平
幕
の
鉄
甲
、

雪
若
丸
、
生
駒
山
、
西
安
の
６
人
が
３
連
勝

と
し
た
。

先
々
場
所
に
負
け
越
し
、
先
場
所
も
途
中

休
場
で
心
配
さ
れ
た
横
綱
春
ノ
翔
は
体
調
も

戻
り
、
年
末
年
始
返
上
で
稽
古
に
励
ん
で
鋭

い
出
足
が
復
活
し
た
。
ま
た
、
横
綱
美
空
富

大綱嵐●(寄り切り)○千代鈴

若ノ嶋●(押し倒し)○出羽翼鉄 甲○(寄り切り)●照の王
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